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第１０回 東京都北区景観づくり審議会 次第 

 

 

令和５年３月 23 日（木） 

視 察 終 了 後 

北区役所第一庁舎第二委員会室  

 

 

 

１ 開     会       ま ち づ く り 部 長 

２ 委 員 等 の 紹 介       ま ち づ く り 部 長 

３ 出席委員数報告       都 市 計 画 課 

４ 資 料 の 確 認       都 市 計 画 課 

５ 議     事             景観づくり審議会会長 

 

（１）視察についての意見交換 

（２）令和４年度 景観届出等の状況報告 

 

6 閉     会        まちづくり部長 

 



 

 

東京都北区景観づくり審議会委員名簿 

（令和５年２月２０日現在） 

第一号委員（学識経験者） 

  北原 理雄  （きたはら としお）  千葉大学名誉教授（建築） 

  吉村 晶子  （よしむら あきこ）  名城大学教授（工学） 

  雨宮 護   （あめみや まもる）  筑波大学准教授（システム情報系社会工学） 

  村井 祐二   （むらい ゆうじ）   （株）計画設計・インテグラ代表取締役 

 （北区景観アドバイザー） 

  丸山 吉栄  （まるやま よしひで） （一社）東京都建築士事務所協会北支部長 

 

第二号委員（区議会議員）  

 すどう あきお （すどう あきお）   区議会議員 

  永沼 かつゆき （ながぬま かつゆき） 区議会議員 

  永井 朋子  （ながい ともこ）   区議会議員 

  赤江 なつ  （あかえ なつ）    区議会議員 

 

第三号委員（区民） 

  安住 孝史   （やすずみ たかし）  画家 

  遠藤 千代美  （えんどう ちよみ）  元美しい景観をつくる都民会議会員 

    宮川 淳子   （みやかわ じゅんこ） 北区スクールコーディネーター連絡協議会代表 

  矢吹 静子   （やぶき しずこ）   北区男女共同参画審議会委員 

  

第四号委員（関係行政機関） 

  出口 桂輔  （でぐち けいすけ）  国土交通省関東地方整備局 

荒川下流河川事務所長 

  城田 峰生   （しろた みねお）   東京都建設局第六建設事務所長 

  佐野 恭一  （さの きょういち）  警視庁赤羽警察署長 

  

第五号委員（区職員） 

  中嶋 稔    （なかじま みのる）  政策経営部長 

  松田 秀行   （まつだ ひでゆき）  地域振興部長 

 雲出 直子   （くもで なおこ）   生活環境部長 
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第 10 回東京都北区景観づくり審議会 視察行程等予定表 

 
 
〇日  時：令和 5 年 3 月 23 日（木）14：00～ 
 
〇視察場所：東京都選定歴史的建造物（令和 4 年 7 月選定 3 件） 

     カトリック赤羽教会、中央図書館、中央公園文化センター 
 
〇人  数：25 名程度（東京都北区景観づくり審議会委員、北区職員） 
 
〇視察行程等予定表 

集 合：カトリック赤羽教会 聖堂入口前現地集合 

    人数確認、資料配布、行程説明等 

※集合場所については別紙の案内図をご参照ください。 

14：00 

１．カトリック赤羽教会視察 [20 分程度] 

  説明：平神父（カトリック赤羽教会） 

  聖堂の外観、内観を視察 

14：05 

 

14：25 

中央図書館へ移動 🚌（マイクロバス・庁有車にて）[15 分]  

２．中央図書館視察 [30 分程度] 

  説明：山口隆太郎 学芸員（北区飛鳥山博物館） 

  外観、内観はレンガ壁、フィントラス、ラチス柱を視察 

14：40 

 

15：10 

  中央公園文化センターへ移動  （徒歩）[10 分]  

3．中央公園文化センター視察 [15 分程度]  

説明：山口隆太郎 学芸員（北区飛鳥山博物館） 

外観のみ視察、内観の視察はなし 

15：20 

 

15：35 

  区役所第一庁舎第二委員会室へ移動 🚌（マイクロバス・庁

有車にて） [5 分] 

トイレ休憩 [10 分] 

 

4．審議会 

視察について意見交換 

令和４年度 景観届出等の状況報告  

15：50 

 

閉 会 16：20 

 

１－１



 
建造物名称 東京都北区立中央図書館 建造物所在地 北区十条台 1-2-5 

建設年 大正８年 構造及び規模 煉瓦造 2 連棟 1 階建、RC 造 3 階建  

 ・戦前は、東京砲兵工廠銃包製造所の敷地で使用され

ていた工場棟（旧275号棟）の一部を保存活用し、

平成20年に新たに図書館として開館されました。 

・赤レンガの特徴的な外観を持ち、中央公園と一体的

な景観を形成しています。 

・北区を代表する景観10選2019に選定されていま

す。 

 

 

建造物名称 東京都北区立中央公園文化センター  建造物所在地 北区十条台 1-2-1 

建設年 昭和５年 構造及び規模 RC 造 地上 3 階、地下 1 階建 

 ・建物は、戦前の陸軍造兵廠火工廠の本部として昭和

5年に建てられました。戦後、製造所の一部は米軍

に接収され、この建物も米軍施設として使用されて

きましたが、昭和46年に日本に返還されました。

そして昭和56年文化センターとして生まれ変わり

ました。 

・みどり豊かな中央公園と本建造物が一体となって良

好な景観を形成しています。 

・みんなでつくる北区景観百選2019に選定されてい

ます。 

 

 

建造物名称 カトリック赤羽教会 建造物所在地 北区赤羽 2-1-12 

建設年 昭和 26 年 構造及び規模 RC 造 2 階 

 ・旧陸軍の赤羽工廠跡地に修道院、教会堂が昭和26年

に建設されました。 

・ヨ－ロッパ中世の形式を参照しており、赤羽駅周辺

商業集積地の景観資源として地域の景観を特徴付け

ています。 

・みんなでつくる北区景観百選2019に選定されてい

ます。 
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令和４年度 景観届出等の状況報告 

 
 

・ 北区景観づくり条例に基づく景観届出等の状況   ・・・２－１ 

・ 景観形成重点地区西が丘地区における包括処理報告 ・・・２－２ 

・ 建築物等の景観届出事例＜審査＞         ・・・２－３ 
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北区景観づくり条例に基づく景観届出等の状況 

＜建築物等の景観届出件数＞ 

地区区分 行為 令和４年度※1 令和３年度 令和２年度 

一般地区 

建築行為 55 件 65 件 71 件 

工作物 3 件 8 件 11 件 

開発行為 1 件 4 件 0 件 

景
観
形
成
重
点
地
区 

西が丘地区 

建築行為 24 件 10 件 19 件 

工作物 0 件 0 件 0 件 

開発行為 0 件 0 件 0 件 

隅田川沿川地区 

建築行為 5 件 2 件 2 件 

工作物 0 件 1 件 1 件 

開発行為 0 件 0 件 0 件 

旧古河庭園周辺地区 

建築行為 1 件 2 件 1 件 

工作物 0 件 0 件 1 件 

開発行為 0 件 0 件 0 件 

中央公園周辺地区 

建築行為 0 件 1 件 0 件 

工作物 0 件 0 件 0 件 

開発行為 0 件 1 件 0 件 

合計 

建築行為 85 件 80 件 93 件 

工作物 3 件 9 件 13 件 

開発行為 1 件 5 件 0 件 

届出合計 89 件 94 件 106 件 

＜屋外広告物の事前相談件数＞ 

地区区分 行為 令和 4 年度※1 令和３年度 令和２年度 

一般地区 表示掲出 5 件 8 件 8 件 

景
観
形
成
重
点
地
区 

西が丘地区 表示掲出 0 件 0 件 0 件 

隅田川沿川地区 表示掲出 0 件 0 件 0 件 

旧古河庭園周辺地区 表示掲出 0 件 0 件 0 件 

中央公園周辺地区 表示掲出 0 件 １件 0 件 

合計  5 件 9 件 8 件 

※1 令和４年４月 1 日～令和 5 年 2 月 28 日まで  

２－1 
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【建築物等の景観届出件数の推移】 

 
 

【令和 4 年度※1 建築物等の景観届出件数の内訳】 

 
※1 令和４年４月 1 日～令和 5 年 2 月 28 日まで 
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景観形成重点地区西が丘地区における包括処理報告 

 

 

景観形成重点地区西が丘地区においては、建築物の景観形成基準のうち、建築物の

ゆとりある配置や敷地面積のゆとりある敷地規模を保つための数値基準（以下「配置

基準」、「規模基準」という。）を定めていますが、北区景観づくり審議会が認めた場合

については、適用しないことができるとしています。 

この手続きの迅速化、簡素化を図るため、北区景観づくり審議会の承認のもとに 

定めた「景観形成重点地区西が丘地区における景観形成基準に関する北区景観づくり

審議会包括処理基準」（以下、「包括処理基準」という。）を平成 27 年 10 月 1 日か

ら運用しています。 

包括処理基準に基づき、規模基準を下回っている案件について、以下のとおり報告

いたします。 

 

【建築物の敷地面積の最低限度】 

規 模 基 準：100 ㎡ 

基準適用日：平成 27 年 10 月 1 日 

 

＜令和４年度※1 の包括処理基準（規模基準）による案件＞ 

包括処理基準 件数 備考 

適用除外 

ア：既存不適格の敷地・土地 2 件 案件 01、02 

イ：公共公益上の施設 ０  

ウ：公共公益施設整備に供する土地 ０  

 エ：２項道路後退の土地 ０  

特例措置 

 ア：遺産相続等による分割 0  

 イ：借地権解消による分割 0  

 ウ：建築基準法などの違法性解消 ０  

※1：令和 4 年４月 1 日～令和 5 年 2 月 28 日まで 

 

 

 

 

２－２ 
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【案件の概要】 

 

（１）適用除外規定（既存不適格の敷地・土地）に関するもの 

 

案件 01 ＜適用除外 ア：既存不適格の敷地・土地＞ 

□ 計画概要  

専用住宅、木造 2 階建て（建築面積：56.09 ㎡、延べ面積：108.87 ㎡） 

□ 景観形成基準（規模基準）に対する適否 

建築敷地 89.69 ㎡ ＜ 100 ㎡ 【不適合】 

□ 適用除外に対する確認 

建築敷地は規模基準を下回っているが、登記簿等で昭和 45 年時点から現

敷地面積であることが確認できたので、包括処理基準 4-（2）-ア（既存不適

格敷地の敷地・土地）の規定により適用除外とした。 

  

 

案件 02 ＜適用除外 ア：既存不適格の敷地・土地＞ 

□ 計画概要  

専用住宅、木造 2 階建て（建築面積：56.97 ㎡、延べ面積：106.81 ㎡） 

□ 景観形成基準（規模基準）に対する適否 

建築敷地 82.61 ㎡ ＜ 100 ㎡ 【不適合】 

□ 適用除外に対する確認 

建築敷地は規模基準を下回っているが、建築計画概要書等で昭和 40 年時

点から現敷地面積であることが確認できたので、包括処理基準 4-（2）-ア

（既存不適格敷地の敷地・土地）の規定により適用除外とした。 

 

  


